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第16号

長野県議会

会派だより

　
私
は
、
７
期
28
年
に
わ
た

り
議
会
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
思
い
出
の
一
つ
と
し
て

は
、
田
中
県
政
と
の
対
決
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

同
僚
議
員
と
と
も
に
、
調
査

研
究
活
動
や
勉
強
を
一
生
懸

命
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
阿
部
県
政
を
誕
生

さ
せ
た
一
人
と
し
て
、
阿
部

知
事
を
支
え
る
立
場
で
数
々

の
提
言
し
た
こ
と
も
良
い
思

い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
70
歳
を
議
員
活

動
の
区
切
り
と
し
て
引
退
す

る
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
多
く
の
皆
様
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
長
野

県
の
大
い
な
る
発
展
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
２
期
８
年
の
議
員
活
動

は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た

が
、
そ
の
間
、
様
々
な
出
来

事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
に
残
る
の
は
、

平
成
23
年
の
栄
村
や
松
本
市

を
中
心
と
し
た
地
震
、
上
高

地
の
土
砂
災
害
、
ま
た
、
昨

年
の
豪
雪
災
害
や
土
石
流
災

害
、
御
嶽
山
噴
火
、
神
城
断

層
地
震
等
の
災
害
に
係
る

様
々
な
議
会
活
動
で
す
。
さ

ら
に
、
自
ら
の
闘
病
体
験
に

基
づ
く
弱
者
へ
の
支
援
に
関

す
る
一
般
質
問
も
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
期
限
り
で
議
員
活
動
を

終
え
ま
す
が
、
多
く
の
県
民

の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

倉
田
代
表
挨
拶

野
澤
副
代
表
挨
拶

　
警
察
委
員
会
で
は
総
合
的

な
交
通
事
故
防
止
策
、特
殊

詐
欺
対
策
、第
67
回
全
国
植

樹
祭
に
必
要
な
警
備
対
策
等

を
審
議
し
ま
し
た
。総
務
企

画
委
員
会
で
は
新
県
立
大
学

関
連
、地
方
創
生
へ
の
対
応
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

総
務
企
画
警
察
委
員
会

総
務
企
画
警
察
委
員
会

　「
銀
座
N
A
G
A
N
O
」

は
、昨
年
10
月
26
日
の
開
設

以
来
、1
日
当
た
り
１
，０
０

０
人
の
来
場
者
目
標
を
大
き

く
上
回
る
一
日
平
均
２
，７
６

６
人
が
来
訪
し
、１
２
３
日
間

で
８
，０
０
０
万
円
を
超
え
る

売
り
上
げ
を
記
録
し
て
い
る

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。今

後
更
に
全
国
へ
向
け
て
の
情

報
発
信
が
活
発
に
行
わ
れ
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

環
境
産
業
観
光
委
員
会

環
境
産
業
観
光
委
員
会

　
県
民
文
化
関
係
で
は
、「
文

化
振
興
基
金
」の
創
設
に
伴

う「
文
化
振
興
元
年
」の
取
り

組
み
や
子
育
て
支
援
、若
者

支
援
な
ど
を
議
論
し
ま
し

た
。健
康
福
祉
関
係
で
は
、県

立
病
院
機
構
第
２
期
中
期
計

画
に
関
連
し
久
保
理
事
長
等

に
集
中
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

県
民
文
化
健
康
福
祉
委
員
会

県
民
文
化
健
康
福
祉
委
員
会

　
農
政
改
革
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、県
民

の
信
用
を
大
き
く
失
墜
さ
せ

た
大
北
森
林
組
合
の
補
助
金

不
正
受
給
問
題
に
対
し
て
厳

し
い
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

理
事
者
か
ら
は
、謝
罪
と
徹

底
し
た
原
因
究
明
と
再
発
防

止
に
つい
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。 農

政
林
務
委
員
会

農
政
林
務
委
員
会

　
本
年
度
は
7
月
に
南
木
曽

町
で
土
石
流
災
害
、9
月
に

御
嶽
山
噴
火
、11
月
に
神
城

断
層
地
震
と
本
委
員
会
に
と

っ
て
異
例
な
年
で
し
た
。特
に

神
城
断
層
地
震
で
は
、11
月

定
例
議
会
中
に
現
地
調
査
を

行
い
、迅
速
な
対
策
を
図
り

ま
し
た
。

危
機
管
理
建
設
委
員
会

危
機
管
理
建
設
委
員
会

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、

長
野
県
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
条
例
な
ど
の
条
例
案
の
ほ

か
、高
校
教
育
の
充
実
、中
信

地
域
の
特
別
支
援
学
校
の
改

善
な
ど
、企
業
局
関
係
で
は

電
気
・
水
道
事
業
の
安
定
的

な
供
給
な
ど
に
つい
て
慎
重
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
教
企
業
委
員
会

文
教
企
業
委
員
会

【
下
沢
】新
年
度
予
算
編
成

で
、
前
年
度
と
比
べ
て
重
視

し
た
点
は
。

【
知
事
】「
反
転
攻
勢
・
信
州

創
生
予
算
」
と
名
付
け
た
。

災
害
の
対
応
に
追
わ
れ
た
昨

年
か
ら
、
信
州
の
元
気
増
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

【
下
沢
】知
事
が
重
点
的
に
取

り
組
み
た
い
政
策
は
何
か
。

【
知
事
】「
貢
献
」
と
「
自

立
」
の
経
済
構
造
へ
の
転

換
、
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

暮
ら
し
の
実
現
、
「
人
」
と

「
知
」
の
基
盤
づ
く
り
、
の

３
つ
。

【
下
沢
】地
方
創
生
に
つ
い

て
、
県
と
し
て
市
町
村
に
知

恵
を
貸
す
こ
と
は
で
き
る
の

か
。
地
方
事
務
所
か
ら
の
手

助
け
を
考
え
て
い
る
か
。

【
知
事
】市
町
村
総
合
戦
略
策

定
研
究
会
を
地
方
事
務
所
ご

と
に
開
催
す
る
。
77
市
町
村

す
べ
て
が
地
方
創
生
の
成
果

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

た
い
。

【
下
沢
】「
子
育
て
支
援
戦

略
」
の
目
指
す
ポ
イ
ン
ト
は

何
か
。
多
子
世
帯
へ
の
経
済

負
担
軽
減
支
援
策
を
う
た
っ

て
い
る
が
、
多
子
世
帯
に
着

目
し
た
考
え
方
以
外
の
支
援

策
は
な
い
か
。

【
知
事
】経
済
的
負
担
の
軽

減
、
仕
事
と
の
両
立
、
孤
立

化
防
止
な
ど
を
柱
と
し
て
取

り
ま
と
め
た
。
福
祉
医
療

費
、
不
妊
治
療
費
、
学
習
が

遅
れ
が
ち
な
中
学
生
を
対
象

と
し
た
無
料
サ
ポ
ー
ト
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
る
。

【
下
沢
】も
の
づ
く
り
産
業
の

振
興
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
振
興
を
大
き
な
柱

に
据
え
た
２
本
柱
で
産
業
政

策
を
推
進
す
べ
き
だ
。

【
知
事
】製
造
業
と
並
ぶ
第
２

の
エ
ン
ジ
ン
と

し
て
振
興
し
て

い
く
。
情
報
技

術
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、
ス
モ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
の
３

方
向
で
、
重
点

的
に
施
策
展
開

す
る
。

【
下
沢
】再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
に
県
と

し
て
臨
む
姿
勢

は
？
ま
た
「
１

村
１
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
現

状
は
？

【
知
事
】５
億
円

の
基
金
で
発
電
支
援
事
業
を

拡
充
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
平
成
29
年
度
末
ま
で
に
２

５
０
件
の
登
録
を
目
標
に
進

め
る
。

【
下
沢
】新
幹
線
の
金
沢
延
伸

に
よ
る
今
後
の
誘
客
戦
略

は
？
特
に
、
県
内
全
域
に
広

く
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
の
誘

客
活
動
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
知
事
】善
光
寺
御
開
帳
や
大

河
ド
ラ
マ
な
ど
の
注
目
効
果

を
全
県
へ
波
及
さ
せ
る
。
広

域
的
な
旅
行
商
品
の
造
成
、

沿
線
県
の
広
域
連
携
に
取
り

組
む
。

【
下
沢
】長
期
病
気
療
養
中
の

高
校
生
に
対
す
る
双
方
向
型

遠
隔
授
業
に
よ
る
学
習
支
援

実
施
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
知
事
】学
び
た
い
気
持
ち
に

応
え
る
こ
と
は
大
変
重
要
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
支
援
も

有
効
な
方
法
と
考
え
る
。

　２
月
18
日
に
開
会
し
た
２
月
定
例
県
議
会
は
２
月

補
正
予
算
額
を
加
え
た
総
額
８
８
０
４
億
４
千
万
円

余
の
平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
が
可
決
成
立
し
、
３

月
13
日
に
今
期
最
後
の
定
例
議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
議
会
は
一
般
質
問
に
先
立
ち
、
各
会
派

の
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
改
革
・
新
風
は
下
沢
順
一

郎
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

２
月
定
例
県
議
会

平
成
27
年
度
予
算
を
可
決

平
成
27
年
度
予
算
を
可
決

平成27年度当初予算の姿

　予算総額は、防災・減災対策、人口減少社会への対応に
取り組んだほか、消費税率引上げによる税交付金等の増加に
より、平成26年度当初予算と比べ204億円の増額となりました。

平成27年度当初予算額 8,694億8,751万円
平成26年度2月補正予算額 109億5,721万7千円

 合計 8,804億4,472万7千円
（経済対策分）

義務的経費 その他の経費

平成26年度
当初予算
8,491億円

平成27年度
当初予算
8,695億円

〈＋204億円＋2.4%〉

公債費
1,387

人件費
2,520

扶助費

887 232
480 256

142

915
〈+28〉

2,974
〈+131〉

2,541
〈+21〉

695
〈+215〉 

160〈＋18〉

1,367
〈△20〉

投資的経費
補助費、物件費等
2,843

経
済
対
策
基
金
事
業

社
会
保
障
関
係
費

43〈△189〉
109

4,936億円 3,555億円

4,983億円
〈＋47億円 ＋1.0%〉

3,712億円
〈＋157億円 ＋4.4%〉

27当初＋2月補正 8,804億円〈＋57億円 ＋0.7%〉

地方消費税清算金・交付金

地方創生
事業先行
実施19億円

2
月
補
正（
経
済
対
策
分
）
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【
小
島
】ネ
ッ
ト
に
か
か
わ

る
子
ど
も
た
ち
の
状
況
は
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
誹
謗
中
傷

や
い
じ
め
、
裸
画
像
の
流
出

な
ど
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
知
事
は
現
状
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

【
阿
部
知
事
】民
間
の
相

談
・
支
援
機
関
に
よ
れ
ば
、

児
童
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
相
談
・
支
援
件
数
は
、
今

年
度
２
月
末
ま
で
で
５
２
７

件
と
５
年
前
の
約
９
倍
に
な

っ
て
い
る
。
携
帯
ゲ
ー
ム
機

や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
利
用
に

よ
る
相
談
が
急
増
し
、
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
子
ど

も
が
低
年
齢
化
し
て
い
る
。

い
っ
た
ん
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載

さ
れ
た
画
像
な
ど
は
、
瞬
時

に
拡
散
し
、
削
除
が
困
難
な

ど
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態

で
あ
る
。

【
小
島
】こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

子
ど
も
支
援
条
例
や
今
回
提

案
の
い
じ
め
防
止
条
例
で
十

分
対
応
可
能
と
考
え
て
い
る

か
。

【
阿
部
知
事
】４
月
に
設
置

す
る
「
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ

ー
」
は
、
子
ど
も
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
す
る
。

い
じ
め
防
止
条
例
で
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
行

わ
れ
る
い
じ
め
の
未
然
防
止

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
小
島
】相
談
や
支
援
が
民

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活

動
に
任
さ
れ
て
い
る
。
迅
速

で
専
門
的
な
相
談
・
支
援
体

制
を
整
え
る
べ
き
。

【
阿
部
知
事
】「
子
ど
も
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
相
談
員
に

十
分
な
研
修
を
行
う
と
と
も

に
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
実
績

の
あ
る
民
間
の
機
関
に
も
協

力
を
求
め
て
、
相
談
・
支
援

体
制
の
強
化
を
図
り
た
い
。

ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

【
小
島
】来
年
度
、
本
庁
に

「
リ
ニ
ア
整
備
推
進
局
」
を
、

現
地
機
関
と
し
て
「
リ
ニ
ア

整
備
推
進
事
務
所
」
を
設
置

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
具
体
的
な
取
組
は
ど
の
よ

う
か
？

【
企
画
振
興
部
長
】建
設
工

事
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応

は
、
建
設
部
の
「
リ
ニ
ア
整

備
推
進
局
」
が
、
リ
ニ
ア
整

備
を
契
機
と
し
た
地
域
振
興

は
、
引
き
続
き
企
画
振
興
部

が
担
当
す
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

　
見
直
し
の
方
向

【
小
島
】行
政
機
構
審
議
会

を
設
置
し
、
県
の
現
地
機
関

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
調

査
・
審
議
を
お
願
い
す
る
が
、

知
事
の
公
約
で
あ
る
「
地
域

振
興
局
（
仮
称
）
」
設
置
を

提
示
す
る
の
か
？

【
阿
部
知
事
】様
々
な
個
性

を
持
っ
た
各
地
域
を
支
援
し
、

自
ら
も
担
っ
て
い
け
る
、
地

方
事
務
所
の
機
能
を
強
化
し

た
地
方
振
興
局
の
設
置
な
ど
、

私
の
問
題
意
識
を
示
し
て
諮

問
す
る
。

　
地
方
事
務
所
長
総
合
調

【
小
島
】こ
れ
ま
で
の
評
価

は
ど
う
か
。

【
企
画
振
興
部
長
】地
域
の

臨
時
的
・
緊
急
的
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
各
地
方
事

務
所
に
50
万
円
を
配
分
し
、

地
域
の
課
題
に
お
お
む
ね
対

応
で
き
て
い
る
。

【
小
島
】増
額
等
の
検
討
は

し
た
の
か
。

【
企
画
振
興
部
長
】「
地
方

事
務
所
長
か
ら
の
施
策
提

案
」
や
「
元
気
づ
く
り
支
援

金
」
も
活
用
し
て
、
地
域
の

課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
。

来
年
度
、
現
地
機
関
の
組
織

体
制
や
権
限
等
の
検
討
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も

踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
移
動
知
事
室
に
つ
い
て

【
小
島
】な
ぜ
10
圏
域
の
中

か
ら
上
伊
那
地
区
を
選
ん
だ

の
か
？

【
阿
部
知
事
】県
庁
が
遠
い

と
の
声
は
南
信
か
ら
多
く
聞

か
れ
る
の
で
、
そ
の
真
ん
中

に
位
置
す
る
上
伊
那
で
ま
ず

実
施
し
た
。

【
小
島
】今
後
の
開
催
は
方

向
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
？

【
阿
部
知
事
】で
き
る

だ
け
行
い
た
い
が
、
日

程
上
の
制
約
も
多
い
。

日
程
の
合
間
を
ぬ
っ
て

次
回
の
開
催
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

 

会
議
等
の
開
催
方
法

【
小
島
】平
成
22
年
２

月
定
例
会
で
「
全
所
属

あ
て
に
、
県
内
全
体
を

対
象
と
し
て
開
催
す
る

会
議
に
つ
い
て
、
長
野

や
松
本
を
中
心
と
し
た

一
括
開
催
だ
け
で
は
な
く
、

出
席
者
の
移
動
時
間
、
旅
費

な
ど
を
考
慮
し
、
複
数
の
会

場
で
開
催
す
る
な
ど
、
最
も

効
率
的
な
場
所
、
方
法
で
開

催
す
る
よ
う
通
知
し
た
」
と

答
弁
さ
れ
た
。
こ
れ
は
現
在

も
継
続
さ
れ
て
い
る
か
？

【
太
田
副
知
事
】開
催
場

所
や
方
法
の
見
直
し
の
取
組

は
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
来

年
度
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
拡
充
し
、
移
動
時
間
や

旅
費
の
縮
減
を
図
る
。

 

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

【
小
島
】質
問
が
重
複
し
た

の
で
要
望
に
と
ど
め
る
が
、

飯
田
・
下
伊
那
地
区
に
は
会

場
が
な
く
、
受
験
者
や
保
護

者
に
は
、
大
変
な
負
担
に
な

っ
て
い
る
。
地
元
の
広
域
連

合
と
高
校
校
長
会
か
ら
、
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
自

分
の
子
ど
も
が
同
じ
立
場
だ

っ
た
ら
ど
う
か
と
考
え
て
、

県
教
育
委
員
会
と
し
て
も
同

じ
方
向
で
対
応
願
い
た
い
。

地
方
事
務
所
長

　総
合
調
整
推
進
費

会
議
等
の
開
催

　方
法
に
つ
い
て

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
の
会
場

見
直
し
の
方
向

移
動
知
事
室
に
つ
い
て

平成２７年度
一般会計予算の概要
平成２７年度

一般会計予算の概要

歳 入
8695億円
100.0%

歳 出
8695億円
目的別

総務費 355億 4.1％

農林水産業費  483億 5.6％

警察費 430億 4.9％

諸支出金 794億 9.1％

商工費 761億 8.7％

民生費 
1123億 
12.9％

土木費 
940億
10.8％

公債費
1371億 
15.8％

教育費
1992億
 22.9％

衛生費 266億 3.1％ その他
  180億 2.1％

その他行政費
3222億
37.1％

投資的経費
1404億
16.2％

公債費
1367億
15.7％

扶助費
160億 1.8％

人件費
2542億
29.2％歳 出

8695億円
性質別

地方譲与税
399億 4.6％

その他
78億 0.9％

繰入金 176億 2.0％

使用料及び手数料
161億円 1.9％

諸収入 794億
 9.1％

国庫支出金
1060億
 12.2％

県税
2159億
 24.8％

地方消費税精算金
　738億 8.5％

県債 
1060億
12.2％

地方交付税
2070億
 23.8％

現
地
機
関
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

現
地
機
関
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

　
１
年
間
「
県
民
文
化

健
康
福
祉
委
員
会
」
の

委
員
長
を
担
当
し
ま
し

た
。
３
回
目
の
委
員
長

職
を
無
事
務
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

●
県
民
文
化
部
関
係
で

は
、

　
平
成
27
年
度
を
「
文

化
振
興
元
年
」
と
位
置

付
け
る
こ
と
に
関
し
て
、

「
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
　
松

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

効
果
を
全
県
に
波
及
さ

せ
る
こ
と
、
信
濃
美
術

館
の
整
備
は
、
そ
の
役

割
と
機
能
の
あ
り
方
を

充
分
に
検
討
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
町
村
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
人
口

カ
バ
ー
率
1
0
0
％
に
向
け
、

県
が
積
極
的
に
支
援
を
行
う

こ
と
な
ど
、
意
見
が
だ
さ
れ

ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
施
策
に
関
し
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
や
里

親
委
託
の
推
進
、
児
童
福
祉

施
設
の
整
備
、
潜
在
的
保
育

士
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
つ

い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

●
健
康
福
祉
部
関
係
で
は
、

　
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
補

助
金
に
お
い
て
、
窓
口
無
料

化
の
導
入
に
つ
い
て
、
市
町

村
と
の
協
議
の
現
状
、
窓
口

無
料
化
を
行
っ
た
場
合
の
国

庫
負
担
金
の
減
額
措
置
、
現

行
の
自
動
給
付
方
式
に
対
す

る
県
民
の
理
解
な
ど
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
方
独
立
行
政
法
人
長

野
県
立
病
院
機
構
」
に
つ
い

て
は
、
同
機
構
の
久
保
理
事

長
以
下
2
名
に
参
考
人
と
し

て
出
席
を
求
め
意
見
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。
参
考
人
か
ら

は
、
独
法
化
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
医
療
を
提
供
す
る
専

門
組
織
と
し
て
の
体
制
強
化

を
進
め
て
き
た
こ
と
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
地
域
全
体
の
医
療
機
能

の
向
上
に
向
け
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

　
介
護
報
酬
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
の
負
担
増
に

つ
い
て
多
く
の
懸
念
が
出

さ
れ
、
改
定
後
も
介
護
現

場
で
の
現
状
把
握
に
努
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低

下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

病院機構から参考人聴取病院機構から参考人聴取

県
民
文
化
健
康
福
祉
委
員
会
か
ら

新
年
度
予
算
案
な
ど

幅
広
い
課
題
を
活
発
に
議
論

新
年
度
予
算
案
な
ど

幅
広
い
課
題
を
活
発
に
議
論

　県
政
報
告
第
32
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、
質
問
時
間
16
分
で
、
行

政
機
構
審
議
会
を
設
置
し
て
検
討
す
る
と
い
う
現
地
機
関
の
あ
り
方
や
、
子

ど
も
を
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
守
る
対
策
等
、
理
事
者
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
会
場
に
つ
い
て
は
、
当
地
域
へ
の
設
置
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

知
事
の
目
指
す
現
地
機
関
の
あ
り
方
を
問
う

知
事
の
目
指
す
現
地
機
関
の
あ
り
方
を
問
う

子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
守
る
迅
速
な
対
応
を！

子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
守
る
迅
速
な
対
応
を！

2月県議会

一般質問

今期最後の一般質問（通算２７回目）

　２期目の任期も早いもので残りわ
ずかとなりました。引き続き政務活
動に誠心誠意取り組んでまいりま
す。お気軽に、ご意見やご要望をお
寄せください。


